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代理の人は委任状を（税務関係語証明の交付） 

税務関係の諸証明の交付を受ける人は、原則的に「本人に限り」となっていま 

す。代理の人が交付申請に来る場合は、家族でも必ず委任状もしくは代理権授与 

〉　　通知書が必要です。 

ただし、字図、車庫証明用評価証明書、車検用納税証明書は除きます。 

町税の納税は便利な口座振替で　……遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、西日本銀行芦屋支店、

福岡銀行、福岡相互銀行の窓口でお申し込みください
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し‾ニ　‾予草書革質町民音頭の総踊 

八
月
二
十
三
日
（
土
）
、
な
ん
と
な
く
秋

っ
ほ
い
風
が
ほ
っ
べ
た
に
気
持
ち
い
い
総
合

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
恒
例
の
盆
踊
り

大
会
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
後
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
高
校

生
か
ら
八
十
五
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ま
で
の

九
人
が
そ
の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
熱
唱
に
、
審
査
員
も
む
つ

か
し
い
顔
で
審
査
の
結
果
、
写
其
の
方
々
に

各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

固
圏
隠
困

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
あ
と
は
、
商
工

会
青
年
部
を
中
心
に
今
年
箔
成
さ
れ

た
遠
賀
繁
盛
太
鼓
の
披
露
で
す
。
白

装
束
に
身
を
か
た
め
た
打
ち
手
が
、

暮
れ
か
か
っ
た
空
に
ひ
び
け
と
ば
か

り
太
鼓
と
カ
ネ
を
打
ち
鳴
ら
す
と
、

見
物
人
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
わ
い

て
い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
の
盆
踊
り
大
会
は
、
繁

盛
太
鼓
の
熱
気
が
さ
め
や
ら
ぬ
う
ち

に
遠
賀
町
民
音
頭
の
総
踊
り
で
始
ま

り
ま
し
た
。
町
内
各
地
区
が
藷
瀬

の
奴
踊
り
」
な
ど
を
は
を
や
か
に
踊

る
中
、
打
上
げ
花
火
も
景
気
よ
く
上

が
り
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

会
場
の
周
囲
に
は
お
盆
じ
み
の

金
魚
す
く
い
や
焼
き
と
う
も
ろ
こ

し
、
氷
に
リ
ン
ゴ
あ
め
に
焼
き
イ

カ
に
お
め
ん
に
風
せ
ん
に
わ
た
か

し
を
ど
の
夜
店
が
並
び
、
手
を
ひ

か
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
大
人
も
ま

じ
っ
て
に
ぎ
わ
い
、
生
ビ
ー
ル
の

あ
る
夜
店
で
は
、
踊
り
を
終
っ
た

踊
り
手
さ
ん
が
集
ま
り
、
う
ち
あ

片
手
に
ダ
イ
ン
と
一
杯
や
っ
て
い

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
ん
で
最
後
の

地
区
の
踊
り
の
あ
と
、
炭
鉱
節
の

総
踊
り
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
在
り
、

楽
し
か
っ
た
今
年
の
盆
踊
り
大
会

も
幕
を
と
し
ま
し
た
。
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好
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
二
十
四
日
（
日
）
、

遠
賀
川
泊
挺
楊
特
設
会
禍
で
は
、
町
内
外
か

王
ハ
十
九
チ
ー
ム
を
集
め
て
、
イ
カ
ダ
聾
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
一
万
人
の
観
客
が
集
ま
り
、

町
、
中
央
、
今
古
賀
の
各
チ
ー

ム
が
、
そ
し
て
磐
覆
汚
職
か

ら
は
旧
倍
と
松
ノ
本
チ
ー
ム
が

決
勝
に
進
出
し
、
最
後
の
勝
負

に
い
ど
ん
だ
結
果
、
今
古
賀
の

今
古
賀
丸
が
3
分
5
0
秒
で
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
、
一
昨
年
に
続
い
て

二
回
目
の
伍
勝
を
果
し
ま
し
た
。

二
位
は
上
別
府
の
上
別
啓
子

三
位
は
松
ノ
本
の
第
一
松
ノ
本

丸
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
戦
は
、
筑
紫
野
市

や
福
岡
市
を
ど
か
ら
の
遠
来
組

を
含
め
て
行
を
わ
れ
、
当
日
最

高
タ
イ
ム
の
3
分
2
6
秒
で
ご
ざ

声
援
を
と
は
す
中
、
東
筑
高
校
清
軽
部
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
続
い

て
各
区
対
抗
の
部
の
予
選
で
競
技
開
始
。
一

位
と
二
位
は
決
勝
戦
へ
進
出
し
、
残
り
は
敗

者
復
活
戦
で
一
位
に
を
ら
怠
け
れ
ば
決
勝
に

は
進
め
ま
せ
ん
。

ス
タ
ー
タ
ー
の
族
の
合
図
で
か
け
声
と
と

も
に
ご
ざ
始
め
ま
す
が
、
を
か
を
か
思
っ
た

通
り
に
は
ゆ
か
ず
、
コ
ー
ス
が
曲
っ
た
り
、

前
へ
進
ま
を
か
っ
た
り
で
大
変
で
す
。

混
乱
の
予
選
か
ら
は
上
別
府
、
広
波
、
新

き
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

（
小
倉
北
区
）
が
一
位
、
二
位
は

遠
賀
町
役
場
チ
ー
ム
の
元
祖
総

角
九
、
三
位
は
筑
紫
野
市
の
ト

ム
ソ
ー
ヤ
が
入
り
ま
し
た
。

注
目
の
ア
イ
デ
ア
部
門
で
は
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
ド
ナ
ル
ド
ダ

ッ
ク
の
乗
っ
た
中
央
区
の
ド
リ
ー
ム
号
や
花

火
を
吹
き
し
中
る
く
じ
ら
の
多
可
丸
（
八
幡
西

区
）
、
お
色
気
で
膳
負
の
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ャ
ル
ズ

シ
ッ
プ
（
小
倉
北
区
）
、
ゴ
ミ
の
あ
き
カ
ン
で
作

っ
た
東
和
大
ゴ
ミ
ダ
三
〇
〇
（
福
岡
市
）
、

ペ
ン
ギ
ン
や
白
ク
マ
が
踊
る
大
氷
山
（
八
幡
西

区
）
を
と
が
次
々
と
パ
レ
ー
ド
し
、
観
客
か
ら
さ

か
ん
を
拍
手
を
あ
ぴ
て
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
一
位
に
は
老
良
の
山
笠
二
世
号
、
二

位
に
広
波
の
カ
ル
ガ
モ
号
、
三
位
に
遠
賀
自

動
車
学
校
の
免
許
丸
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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自動車に乗ったら
シートベルト

バ
イ
ク
を
運
転
す
る

と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

今
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の

交
通
安
全
連
動
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
の
交
通
安
全
運
動
の
主
な
点
は

1
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
す
る
こ
と

2
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と

3
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
線

運
転
を
な
く
す
こ
と

で
、
期
間
中
街
頭
で
馨
や
取
り
締
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

交
聾
故
は
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
加
害

者
に
も
一
生
消
え
な
い
身
体
と
心
の
キ
ズ
を

残
し
ま
す
。
事
故
の
な
い
明
る
い
家
庭
を
つ

く
る
た
め
、
一
府
の
交
通
安
全
を
心
か
け
て

く
だ
さ
い
。

危
険
で
す
。

②
ベ
ル
ト
は
よ

じ
れ
て
い
ま

せ
ん
か

ベ
ル
ト
が
よ
じ
れ

火
災
の
被
害
を

お
き
見
る
三
原
脚

ま
ず
火
密
を
出
さ
な
い
こ
と
が
一
番
大
部

で
す
が
、
万
一
火
疎
に
な
っ
た
と
き
は
、
最

初
の
数
分
が
、
猿
害
が
大
に
な
る
か
小
に
な

る
か
の
分
か
れ
目
で
す
。
通
報
、
消
火
、
連

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
で
あ
な
た
に
も
消
火
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

早
く
逃
る

て
い
る
と
、
部
分
的
に
圧
力
が
高
ま
っ
て

し
ま
い
、
十
分
な
効
果
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
ベ
ル
ト
が
首
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
バ
ッ
ク
ル
は
カ
チ
ッ
と
音
が
し

ま
し
た
か

カ
チ
ッ
と
い
う
音

が
し
っ
か
り
と
差

し
込
ま
れ
た
証
鎚

の
音
で
す
。

難
を
素
早
く
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
家

産
で
は
、
通
報
や
消

火
の
要
領
、
避
難
の

方
法
を
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
日
頃
か
ら

練
習
し
て
お
き
ま
し

ょう。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

正
し
い
締
め
方

④
ベ
ル
ト
は
腰
の
位
瞳
で
締
め
る

正
し
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

か
　
ぶ
∴
り
　
方

①
あ
み
だ
や
目
深
に
か
ぶ
ら
な
い

視
野
が
狭
く
な
り
、
危
険
な
も
の
の
発
見

早
く
知
ら

せ
る

大
き
な
声
で
家
族

と
っ
さ
の
裳
口
、

ど
う
し
て
も
い
つ
も

使
っ
て
い
る
出
入
口

へ
向
い
が
ち
で
す

が
、
そ
こ
か
ら
火
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら

二
つ
以
上
の
避
難
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う。

シ
ー
ト
は
倒
さ
ず
、

深
く
腰
を
か
け
、

ベ
ル
ト
は
腰
骨
の

位
置
で
締
め
る
。

が
遅
れ
ま
す
。

③
あ
ご
ひ
も

は
必
ず
し

？
か
り
締

め
る

疲
（
骨
盤
）
は
体
の
中
で
最
も
じ
ょ
う
ふ

な
位
垣
で
す
。
お
腹
は
や
わ
ら
か
す
ぎ
て

あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
い
な
い
と
、
尊
敬
の

と
き
は
ず
れ
て
頭
を
守
れ
ま
せ
ん
。

や
近
く
の
人
に
知
ら

せ
、
二
九
番
に
通
報
す
る
。
通
報
の
と
き

は
、
場
所
と
目
標
を
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り

知
ら
せ
る
。

早
く
消
す

火
が
小
さ
い
う
ち
な
ら
ま
ず
火
を
消
す
こ

と
で
す
。
天
井
に
火
が
う
つ
る
ま
で
な
ら
、

部
内
火
災
・
救
急
件
数

（
1
月
末
ま
で
）
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i
o

（

三
一
三
三
－
二

低
利
資
金
で
農
業
基
盤
整
備

缶
0
9
2
（
6
2
2
）
0
7
0
0
へ
。

農
林
漁
業
金
融
公
庫
で
は
、
議
助
士
地

改
良
聖
楽
の
実
施
希
望
者
に
、
愚
朗
、
低
利

▽
貸
付
利
率
年
利
3
・
S
形

▽
償
還
期
間
　
2
5
年
以
内
（
据
覇
聞
1
0
年

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
を
お
待

商

業

統

計

調

査

に

こ

協

力

く

だ

さ

い

こ
の
調
査
は
．
商
業
の
国
労
調
査
．
と
も

い
わ
れ
る
も
の
で
、
三
年
に
一
度
、
十
月
一

通
機
構
の
近
代
化
施
鐙
な
ど
の
馨
礎
資
料
と

し
て
、
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

日
現
在
で
行
わ
れ
、

販
売
活
動
の
実
態
や

全
国
的
な
曹
的
の
流

れ
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
事
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
回
調
査

で
は
全
国
の
一
般
飲

食
店
を
対
象
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

ます。調
査
は
、
県
知
窓
か

ら
任
命
さ
れ
た
商
整
流

計
調
査
員
が
、
商
店
を

直
接
訪
問
し
調
査
票
に

罷
大
し
て
い
た
だ
い
て

回
収
す
る
と
い
う
方
法

で
行
な
い
ま
す
。
提
出

さ
れ
る
調
査
票
は
、
統

以
内
を
含
む
）

▽
貸
付
限
度
額
　
受

益
者
一
人
五
百
万

円
ま
で
は
宙
竃
翼

の
細
身
、
こ
れ

以
上
は
5
0
条

▽
詳
し
く
は
八
幡
蔑

称
政
務
所
　
＄
（

6
0
1
）
3
9
6

9
ま
た
は
役
場
産

業
課
、
瑳
協
へ
。

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
講
演
　
「
ア
メ
リ
カ
の
姿
」

▽
請
師
松
本
房
枝
先
生

（
略
歴
）
西
南
女
学
院
短
期
大
学
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
専
攻

遠
賀
町
上
別
府
在
住

▽
日
　
時
　
9
月
桝
田
（
土
）

m
時
～
ュ
2
時

▽
会
場
英
公
民
籍
義
室

▽
主
　
催
　
遼
費
町
教
書
委
員
会

泣
き
寝
入
り
し
て
い
ま
せ
ん
か

＝
　
民
事
介
入
暴
力
相
餓
所
を
開
設
＝
＝
＝

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
地
域
経
済
の
中
の

商
業
の
姿
を
み
だ
り
、
商
店
街
の
診
断
、
流

新
法
に
よ
り
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
申
告
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

援
護
事
務
移
動
相
談
を
行
い
ま
す

▽
日
　
時
　
m
月
2
日
（
木
）

1
0
時
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
八
幡
西
区
役
所

▽
受
付
相
談
事
項

。
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給
に
つ
い
て

。
戦
傷
病
者
に
対
す
る
接
続
に
つ
い
て

。
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て

。
旧
軍
人
な
ど
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て

。
中
国
な
ど
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
宋

引
揚
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

・
そ
の
他
援
護
業
務
全
般

福
岡
県
営
寮
で
は
、
現
奮
恋
カ
国
壊
滅
の

た
め
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
債
権
取
立
、
金
銭
貸
借
に
か
ら
む
も
の
。

o
変
速
事
故
の
示
談
な
ど
に
か
ら
む
も
の
。

・
企
業
倒
産
、
整
理
な
ど
に
か
ら
む
も
の
。

・
手
形
割
引
、
売
買
代
金
そ
の
他
民
事
問
題

に
か
ら
む
も
の
　
な
ど
、
民
事
紛
争
に

暴
力
団
が
介
入
し
、
頭
を
悩
ま
し
て
お
ら
れ

る
方
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
所
・
折
尾
警
察
苦

節
（
6
9
1
）
0
3
3
1

・
福
岡
県
輩
祭
本
部
捜
査
第
四
談

合
0
9
2
（
6
4
1
）
4
ュ
4

▽
試
験
日
　
ュ
0
月
飾
日
（
日
）

▽
受
付
　
9
月
1
日
～
9
月
0
0
白

▽
採
用
予
定
警
察
官
B
　
　
約
0
0
人

婦
人
響
東
宮
　
約
0
0
人

詳
細
は
、
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用

係
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
1
番
1
号
）
、

最
近
、
英
会
霜
に
対
す
る
希
望
者
が
多
く

な
り
、
生
涯
学
宮
の
一
環
と
し
て
、
誰
で
も

わ
か
り
や
す
い
英
会
話
の
諒
座
（
中
学
校
種

皮
）
を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
九
月
二
十
五
日
ま
で
、
社
会

教
育
課
に
申
込
み
下
さ
い
。

▽
開
他
日
時
　
1
0
月
2
日
（
木
）
か
ら
毎
週

木
曜
日
の
1
9
時
～
柳
時
0
0
分

▽
場
　
所
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
般
成
人
者
（
5
0
人
程
度
）

▽
会
寅
月
二
千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

▽
請
　
師
　
西
南
女
学
院
短
期
大
学

教
授
－
松
本
房
枝
先
生
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詞
島
磐

石壷

岡田田富邑

）6（餌へ
他

州
的⑰園

折
目
汀
汀
－

でも
涙

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

八
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
第
六
回
　
ま
し
た
。

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
が
東
京
　
翌
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
上
回
戦
で
は

ま
た
、
大
会
二
日
目
の
十
六
日
に
は
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
、
全
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
、

添
木
ジ
ュ
ニ
ア
ほ
か
三
チ
ー
ム
が
植
樹
式
に

参
加
し
ま
し
た
。
植
櫛
を
行
っ
た
キ
ャ
プ
テ

ン
の
美
野
さ
ん
を
は
じ
め
チ
ー
ム
全
員
が
、

こ
れ
以
上
に
な
い
紀
念
に
残
る
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
の
多
数
の
方
か
ら
こ
義
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め
ら
れ
た
い
方
に
、
初

心
者
教
室
を
開
き
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
開
始
日
（
各
コ
ー
ス
と
も
通
算
m
日
間
）

・
土
曜
日
コ
ー
ス

9
月
2
0
日
（
土
）
　
1
4
時
～
ュ
6
時

。
日
曜
日
コ
ー
ス

9
月
2
1
日
（
日
）
　
ュ
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場

▽
会
　
費
一
回
五
百
円

▽
申
込
先
体
育
セ
ン
タ
ー

衝
（
2
9
3
）
5
4
3
4

終
了
後
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

駒
沢
体
育
館
を
中

心
に
行
わ
れ
、
福

岡
県
代
表
の
浅
木

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

は
、
予
選
グ
ル
ー

プ
で
北
北
海
道
代

表
の
釧
路
満
開
グ

リ
ー
ン
と
対
戦
、

2
対
0
で
見
叫
に

初
戦
を
飾
り
ま
し

た
。
釧
路
溝
明
グ

リ
ー
ン
は
浅
木
と

同
じ
初
出
場
で
、

自
分
た
ち
の
カ
を

ど
の
く
ら
い
発
寵
す
る
か
が
勝
負
の
分
か
れ

目
で
し
た
が
、
琵
木
は
序
盤
か
ら
の
び
の
び

と
し
た
プ
レ
ー
で
相
手
を
圧
倒
、
ア
タ
ッ
カ

ー
も
強
打
を
決
め
て
勝
利
を
手
中
に
お
さ
め

お
よ
は
ず
0
対
2
で
敗
れ
ま
し
た
。
し
か

し
選
手
た
ち
は
終
始
最
高
の
プ
レ
ー
を
演

じ
、
応
接
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

八
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
に
福

岡
市
民
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
劫
に
、

女
子
百
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
福
岡
県

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
浅
木
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
優
勝
、

島
田
少
女
チ
ー
ム
が
三
位
と
い
う
す

ぼ
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
の
浅
木
は
、
そ
の

経
験
を
生
か
し
て
全
試
合
と
も
危
な

げ
な
く
勝
ち
進
み
、
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
続
き
、
県
大

会
の
二
冠
を
翻
し
ま
し
た
。

島
田
は
七
月
の
全
日
本
大
会
二
回

磯
で
接
戦
の
宋
敗
れ
て
い
た
原
田
ジ

三
一
ア
壱
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、
雪

辱
を
果
す
と
と
も
に
三
位
に
趣
き
ま

した。

▽
日
　
時
　
ュ
0
月
ュ
2
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時
5
0
分

競
技
開
始
　
m
時

▽
場
　
所
　
末
寺
区
相
接
助

▽
競
技
方
法

。
団
体
磯
（
小
学
生
、
中
学
生
別
）

。
個
人
戦
（
学
年
別
）

予
選
リ
ー
グ
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
チ
ー
ム
編
成

の
小
学
生
の
部
一
年
－
六
年
生
ま
で
の
男

子
。
各
学
年
一
人
で
塾
（
人
。

㈲
中
学
生
の
部
　
男
子
三
人
。
学
年
は
問
い

ま
せ
ん
。

▽
申
込
締
切
　
9
月
2
9
日
（
月
）

▽
申
込
場
所
体
育
侵
会
事
務
局
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

訂
正
と
お
わ
び

広
報
八
月
二
十
五
日
号
「
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
結
果
」
の
記
在
中
、
芙
蓉
対
若
松
の

試
合
は
2
対
1
で
若
松
の
勝
ち
で
し
た
。
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近
い
の
で
、
水
は

浦
く
美
し
い
。
点
々
と
人
家
も
あ
り
、
弥
生

時
代
の
人
た
ち
の
住
ん
で
い
た
追
跡
な
ど
も

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
世
に
な
っ
て
か
ら

も
九
州
戦
国
時
代
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

戦
い
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
の
で
、
山
に
は

そ
れ
ぞ
れ
域
が
造
ら
れ
て
い
た
。

新
北
の
南
東
の
丘
に
あ
っ
た
音
丸
域
の
こ

と
も
域
は
判
き
り
し
な
い
が
、
空
渡
や
と
り

続
電
器
貝
町
文
学
散
歩

㈲

西
川
を
遡
る
（
州
）

新
北
の
少
し
下
流
で
西
川
に
合
流
す
る
一

つ
の
流
れ
が
、
東
南
に
向
っ
て
源
流
は
六
ケ

敬
の
方
に
伸
び
て
い
る
。

流
れ
に
沿
い
集

落
の
中
老
の
ぼ
る
。

高
速
自
動
車
道
の

下
を
南
へ
、
さ
ら

に
新
幹
線
の
下
を

抜
け
、
田
ん
ぼ
の

中
を
一
路
山
へ
山

へ
と
向
う
。
も
う

こ
の
あ
た
り
で
は

川
と
亭
つ
よ
り
溝

と
い
う
方
が
適
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
山
が

で
の
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

六
ケ
敬
に
向
っ
て
道
は
だ
ら
だ
ら
登
り
に

な
り
、
し
ば
ら
く
ゆ
く
ど
長
谷
の
集
落
に
つ

く
、
人
家
も
数
軒
あ
っ
て
水
の
流
れ
は
い
よ

い
よ
美
し
い
。
水
辺
に
芹
な
ど
生
え
、
水
底

の
小
石
も
黒
く
光
り
、
初
夏
の
頃
に
は
蟹
が

が
、
毎
月
十
七
、
十
八
日
の
こ
開
帳
の
日
は

尻
が
開
く
の
で
、
参
拝
す
る
人
で
賑
や
か

で
あ
り
、
中
で
も
四
月
と
十
月
の
十
七
、
十

八
日
の
大
祭
に
は
重
力
か
ら
の
参
拝
も
多

く
、
そ
の
日
は
集
落
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
餅

つ
き
な
ど
も
あ
り
、
一
般
の
参
拝
者
に
も
配

ら
れ
て
、
終
日
人
足
が
絶
え
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

あ
ま
り
広
く
も
な
い
璃
内
だ
が
巨
き
な
樹

が
茂
っ
て
、
古
い
と
い
う
感
触
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
地
元
の
人

た
ち
が
「
な
ろ
う
の
木
」
と
呼
ん
で
い
る
槍

に
よ
く
似
た
大
木
が
あ
り
「
あ
す
な
ろ
の

木
」
と
い
う
の
か
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
だ
知
ら
な
い
世
界
が
あ
る

I
 
N
 
H
 
K
　
の

饗
と
趣
味
を
深
め
、
こ
の
秋
を
心
塑
か

に
・
…
・
と
い
う
方
に
、
N
H
K
学
園
で
は
次

の
二
十
四
諒
座
を
用
意
し
て
、
秋
の
通
信
講

座
受
話
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
案
内
書
（
無
料
）
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
、
東
京

都
国
立
市
富
士
見
台
2
の
3
6
、
N
H
K
学
園

8
E
6
1
係
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
鐙

話
番
号
を
ハ
カ
キ
に
話
人
し
て
ご
請
求
く
だ

さい。

通
信
講
座
－

▽
静
座
名
　
書
通
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、

園
芸
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
母
と

子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

ム
あ
そ
ぴ
、
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、
漢
詩
、
仏
典
、
古
典
、
美

し
い
日
本
語
、
文
事
、
小
論
文

と
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
園
露
、
日

杢
丈
、
英
語
、
数
学
、
簿
記
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
。

▽
申
込
締
切
　
1
0
月
鳩
目

と
、
杉
の
大
木
が
眼
の
前
に
見

え
、
そ
れ
ら
に
包
ま
れ
た
よ
う

に
長
谷
寺
が
あ
る
。
古
び
た
石

段
を
登
る
と
本
堂
が
あ
り
、
香

感
が
流
れ
て
く
る
。

寸
評
○
●
有
段
を
目
指
し
て
愈
一
念

ひ

の

き

に

　

i

　

遠

本

罵

冨

罵

i

　

塩

八

段

発

き

男

●
ヒ
ン
ト
・
初
手
は
樗
駒
を
打
つ
。
ど
ち
ら
9

7
分
で
1
縄
、
－
分
で
有
段
者
。

持
贈
　
全
権

－
ニ
ー
－
一
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

本
堂
の
表
に
収
蔵
庫
が
あ
り
、
国
宝
の

十
一
両
観
世
音
の
木
像
が
収
め
ら
ち
れ
て
い

る
。
自
由
に
拝
観
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

若
菜
か
ら
来
て
観
音
を
お
が
む
顔

あ
す
な
ろ
が
そ
ぴ
－
裏
痘
そ
ら
に
舞
う

山
菜
な
ど
ひ
さ
ぎ
い
る
顔
明
る
く
て

（
片
山
花
街
史
）
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〓
碕
柳
搭
き
ん
の

鯉
騰
メ
ー
言
－

貧
血
予
防
の
料
理
㈲

さ
ん
∴
∴
∴
∴
す
ら

三
　
　
糸

ご
ま
涌

き
と
う

酢
し
ょ
う
ゆ

と
き
が
ら
し

大
さ
じ
1

小
さ
じ
2

大
さ
じ
1

大
さ
じ
工

小
さ
じ
沈

分）

作
り
方

①
に
ん
じ
ん
は
せ
ん
切
り
に
し
て
ゆ
で
る

き
ゅ
う
り
は
板
ず
り
し
て
せ
ん
切
り
。

わ
か
め
は
も
ど
し
て
適
当
に
切
る
。

②
た
ま
ご
は
う
ず
や
さ
に
し
て
せ
ん
切
り

は
る
さ
め
は
熱
湯
で
も
ど
し
て
適
当
な

長
さ
に
切
る
。

⑤
A
の
調
味
料
を
合
わ
せ
る
。

④
材
料
を
色
と
り
よ
く
器
に
盛
り
、
合
わ

せ
た
調
味
料
を
か
け
る
。

⑤
い
た
だ
き
ま
す
。

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会

わ
た
し
に
も
作
れ
ま
す

見
浦
で
の
料
理
講
習
会

は
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
し
そ
う
な
料
理
が
ず

ら
り
と
並
び
ま
し
た
。



第394号

巽西 �i木 �松 ノ �若上 　り �広 �旧 �新 �邁 �地 

馨町 �守 �本 �葉月 台府 �波 �停 �i町 �賀 lii �区 

30 �26 �24 �18 �i 17 �16 �12 �11 �検 診 

日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 

火 西 町 �金 �水 松 ノ �木 �水 広 波 �火 �金 新 町 �木 �曜日 

木 守 ��上 別 ��旧 停 ��遠 賀 PT �場 所 

公 民 �公 民 �本 公 民 �府 公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 館 

館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �別 館 

139 時時 �138 �138 �138 �138 �139 �138 �138 �時 間 

時時 30 �時時 30 �時時 30 �時時 30 ∠ �I－ �時時 30 �時時 30 

Il �分 〉1 �分 II �分 Il �分 〉1 ��分 （〉 �分 1〉 
1511 �1511 �1511 �1511 �1511 �1511 �1511 �1511 

時時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時時 

鰹
願
と
衛
唖
の
ペ
∴
り
ジ

東
軍
i
g
の

爪
〓
出
⑯

悪
籍
慈
悲

▽
期
　
日
　
9
月
2
2
日
（
月
）
　
　
　
　
　
▽
期
　
日
　
9
月
2
5
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
2
0
分
～
鳩
時
0
0
分
　
　
　
▽
時
　
間
受
付
　
ュ
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

▽
場
所
役
場
保
健
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
診
1
3
時
0
0
分
～

▽
対
象
者
妊
産
婦
　
　
　
　
　
　
　
▽
場
所
英
公
民
館

▽
持
参
拭
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）
　
　
▽
対
象
著
生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
方
　
　
　
　
▽
内
容
診
察

入
浴
指
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
体
測
定

母
子
手
帳
交
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
指
導

▽
料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
持
参
晶
母
子
手
帳

▽
料
金
　
無
料

必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え

決
ま
っ
た
楊
所
を
確
保

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
箱
を
さ
が
し
て

も
す
ぐ
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
中
に
必

要
な
も
の
が
入
っ
て
な
く
て
大
あ
わ
て
－

こ
れ
で
は
救
急
箱
の
役
目
を
果
た
し
ま
せ
ん

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
救
急
箱
に

は
手
当
て
に
必
要

な
も
の
壷
理
し
　
　
救
急
箱

て
か
ら
使
用
。

●
結
構

●
舌
お
さ
え
　
の
ど
の
検
査
を
す
る
と

き
、
舌
を
お
さ
え
る
た
め
に
使
う
。
ス
プ
ー

ン
、
ま
た
は
創
り
は
し
に
ガ
ー
ゼ
矛
塞
い
た

も
の
で
代
用
し
て
も
よ
い
。

●
消
毒
薬
　
傷
口
の
消
誌
を
す
る
。
綿

棒
を
使
っ
て
傷
の
ま
わ
り
に
塗
る
。

●
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
　
手
指
、
器

具
の
消
誌
に
使
う
。
七
〇
％
ア
ル
コ
ー
ル
が

最
も
殺
菌
力
を
も
つ
。

●
オ
キ
シ
ド
ー
ル
　
傷
口
の
洗
浄
、
消

て
入
れ
て
お
き
、

必
ず
決
ま
っ
た
掲

〝
い
ざ
〟
と
い
う
と
き

所
に
置
く
よ
う
に
　
　
　
わ
か
る
所
に
置
く

し
ま
し
ょ
う
。

置
き
塑
所
は
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
ず
、
湿

気
の
な
い
と
こ
ろ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
孟
供
の
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

こ
　
れ
だ
け
は

用
意
し
　
よ
う

救
急
箱
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ

て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
。

●
体
温
計

●
ピ
ン
セ
ッ
ト
　
じ
か
に
傷
口
に
触
れ

る
部
分
は
、
炎
に
か
ざ
し
て
焼
い
て
消
毒
す

る
か
、
ま
た
は
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
浸
し

●
オ
リ
ー
ブ
油
、
ま
た
は

ワ
セ
リ
ン

皮
膚
の
保
護
に
。

●
重
富
　
う
が
い
や
湿
布
に

使
う
に
は
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水

に
茶
さ
じ
一
杯
の
重
曹
で
二
虜

妾
の
ほ
か
；
つ
が
い
に
も
使
え
る
。
う
が
い

の
璽
白
は
ニ
ー
十
倍
に
薄
め
る
。
オ
キ
シ
ド

ー
ル
は
古
く
な
る
と
効
果
が
な
く
な
る
の
で

注意。●
水
ウ
酸
　
う
が
い
、
洗
浄
、
湿
布
に
。

ぬ
る
ま
湯
で
丁
二
者
の
溶
液

に
し
て
使
う
。

の
溶
液
を
目
安
に
。
や
け
ど
の
と
き
も
一
一
弟

溶
液
で
湿
布
を
。
虫
さ
さ
れ
は
、
水
で
ド
ロ

ド
ロ
に
ね
っ
て
塗
る
。

●
ア
ン
モ
ニ
ア
水
　
虫
に
さ
さ
れ
た
ら

脱
脂
綿
に
含
ま
せ
、
す
ぐ
に
塗
る
。
湿
布
し

て
は
い
け
な
い
。

●
三
角
巾
一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
大
き
さ
の
も
の
が
便
利
。

●
脱
脂
綿
一
度
に
た
く
さ
ん
使
用
し

な
い
の
で
二
十
⊥
二
十
グ
ラ
ム
で
よ
い
。

●
油
紙
　
湿
布
に
使
う
。
ラ
ッ
プ
で
代

用
し
て
も
よ
い
。

●
包
帯
、
伸
縮
包
帯
、
弾
性
包
帯

救
急
包
帯
　
救
急
包
帯
や
伸
縮
包
帯
は

簡
単
に
使
え
て
便
利
。
硝
経
包
稽
は
ね
ん
ざ

の
固
定
用
。
ケ
ガ
な
ど
に
使
っ
て
は
い
け
な

●
ぽ
ん
そ
う
こ
う

●
ガ
ー
ゼ
　
市
販
の
消
毒
ガ
ー
ゼ
を
準

備
し
て
お
く
と
便
利
。

こ
の
ほ
か
、
懐
中
屯
灯
、
毛
ぬ
き
、
は
さ

み
な
ど
。



下 蘭の遭班的蓋彊指事義
日 �昭 �行　　菖　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名1対象や終了時間など ��詳　細I 

16 �火 �総　　合　　検　　診 � �旧館公民館 �雑衛生係匡総の受付は �� 
健康体操教室⑤ � �勤労者 体育センター �体育係i町内一般成人 �� 

ち　ぎ　り　絵教室⑥ � �中央公民館 �社会輔係Iちぎ。絵教艶 �� 

町民体育祭要項説明会 �19：00－ �勤労者 体育センター �体育係巨区体育鞭 �� 

17 �水 �総　　合　　検、診 � �広漠公民館 �保健雛係国籍の鮒は �� 
民生児童委員会 � �役　場 第2会議室 �福祉係匡腰貝 �� 

家庭教育学級⑦ � �中央公民館 �社会教育係上達教育学鑑 �� 

手書き友禅教室（D � �中央公民館 �社会教育係l手書ざ友禅教室生 　i �� 

18 �木 �総　　合　　検　　診 � �上別府 公民館 �保健衛生係匡怨讐の受付は ��i 
遠賀中間地区 老人大学請i座 � �中央公民館 �社会教育係l老鑑霊詐至 �� 

19 �金 �献　　　　　　血 � �洩木ショッ ど∴ンタや 役場玄関前 �蕾謙匡謙語さい �� 

22 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �中央公民館 �保鰯生係南攣酸付 ��9ページ 

24 �水 �総　　合　　検　　診 � �松の木 公民館 �保健衛生係車線の受付は �� 
寿　　　　大　　　　学 � �中央公民館 �社会輔係惰羅彙：霊 �� 

25 �木 �0　歳　児　検　診 �13：00－－ �中央公民館 �保健衛生係 �生後13カ月までの乳幼児 �9ページ 

26 �金 �総　　合　　検　　診 � �木守公民館 �保鰯生係車線の受付は �� 
野　草　教　室　⑲ � �中央公民館 �社鋪係序数艶 �� 

30 �i 火 �総　　合　　検　　診 � �西町公民館 �保健衛生係 �胃がん検診の受付は 11：00まで � 

健‖隆体操教室④ � �勤労者 体育センター �体育係中一職人 �� 

秋のサークル会員募集
広報掲載受付中

「広報おんが」では、10月10日号で秋のサークル会　　全文掲載できないことがあります）　○練習日と時間

貝募集の特集を予定しています。掲載を希望されるサ
ークルは、次の内容を記入になり、役場広報係まで申

し込みください。

※申込締切　9月25日（必着）

記載していただくこと。

○サークルの名前　　○簡単な紹介文（紙面の都合で

○練習場所　　○募集対象　　○費用（会費は月会費

か年会賞か、入会金の要否、その他の麗質）　○申

込先（氏名、住所、蒋話番号）　○活動中の写真（

なくても可、紙面の都合で掲載できないこともありま

す）

○その他（特にあれば）


